
「
吹
田
市
佐
井
寺

風
土
記
こ
ぼ
れ
話
」
の
紹
介

十

五

回

生

伊

藤

登

子

千
里
山
会
誌
に
連
載
さ
れ
第
叩
号
で
最
終
回
と
な
り
ま
し
た

「
千
里
山
人
」
(
和
田
国
允
様
)
に
よ
る
「
千
里
山
開
発
物
語
」
は
、

実
に
明
快
で
実
証
的
、
膨
大
な
資
料
を
わ
か
り
や
す
く
分
析
さ

れ
、
こ
の
よ
う
な
名
文
を
簡
単
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
、

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
執
筆
者
の
和
田
様
は
も
と
よ
り
編
集

さ
れ
た
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
中
の
(
後
編
六
)
に
は
「
山
田
村
の
吹
田
市
合
併
」
の
見
出

し
で
、
千
里
丘
陵
の
歴
史
(
山
田
村
の
円
照
寺
、
伊
射
奈
岐
神

社
、
山
田
荘
等
)
に
触
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
千
里
丘
陵
の
全
体

が
弥
生
時
代
か
ら
開
け
た
地
で
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。

そ
こ
で
玉
、
六
年
前
に
私
が
吹
田
市
立
図
書
館
所
蔵
の
藤
井

久
義
著
「
吹
田
市
佐
井
寺
風
土
記
こ
ぼ
れ
話
(
一
ご
を
図
書

館
か
ら
コ
ピ
ー
し
て
い
た
だ
い
た
の
を
読
み
返
し
て
み
ま
す

と
、
千
里
丘
陵
の
中
世
以
降
昭
和
初
年
こ
ろ
ま
で
の
史
跡
、
言

い
伝
え
が
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私

一
人
で
読
む
の
は
勿
体
な

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
本
文
の
主
要
部
分
を
そ
の
ま
ま
本
誌
に

転
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

序
文
、
推
薦
文
な
ど
は
割
愛
い
た
し
ま
し
た
。

が
「
吹
田
市
佐
井
寺
風
土
記
こ
ぼ
れ
話
(
一
ご

な
お
、
題
名

と
な
っ
て
お

り
、
続
編
の
刊
行
も
視
野
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
ま

す
が
続
編
士
乙
が
刊
行
さ
れ
た
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
。

先
ず
、
千
里
丘
陵
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
の
は
佐
井
寺
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
本
誌
第
十
号
(
二

O
O七
年
)
で
、
私
が

「サ
イ
と
ワ

ニ」
と
題
し
て
佐
井
寺
に
つ

い
て
少
し
触
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
こ
が
ま
し
い
な
が
ら
、

少
し
補
足
し
て
引
用
い
た
し
ま
す
。

佐
井
寺
に
つ
い
て
の
文
献
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ

ら
れ
る
。
佐
井
寺
に
関
す
る
最
古
の
文
献
は
「寧
楽
遺
文
」

(
な
ら
い
ぶ
ん
)
所
載
の
記
録
で
あ
る
。

「
遺
文
」
と
は
広
辞
苑
に
よ
る
と

「過
去
の
時
代
の
文
献
・
文
章
で
現
存
し
て
い
る
も
の
」
と
あ
る

が
、
ま
と
ま
っ
た
書
物
に
な

っ
て
い
る
以
外
の
、

重
要
な
文
書

を
指
す
。
奈
良
時
代

(
2
0・
寸
笠
元
明
・
元
正
・
聖
武

・
孝
謙

.
淳
仁

・
称
徳
・
光
仁
)
は
官
界
・
知
識
人
の
聞
に
文
字
が
普

及
し
始
め
た
時
代
で
、
日
本
書
紀
・
古
事
記
・
風
土
記
を
主
と

す
る
歴
史
編
纂
(
各
家
・
族
の
記
録
を
含
む
)
が
盛
ん
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
。

従
っ
て
腫
大
な
量
の
古
文
書
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
現

存
す
る
の
は
「
石
上
村
」
「
都
家
郷
」
「
佐
井
寺
」
の
三
つ
の
み
で
あ

る
。
特
に
「
都
家
郷
」
の
太
安
万
侶
(
古
事
記
の
記
録
者
)
の
墓
誌

発
見
は
大
ス
ク
ー
プ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
三
十
年
以
上
前
と
思
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わ
れ
る
が
、
み
か
ん
畠
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、

見
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。

し
か
し
佐
井
寺
の
記
録
は
そ
れ
以
前
か
ら
珍
重
さ
れ
て
い
た

古
文
書
で
あ
り
、
奈
良
時
代
に
は
佐
井
寺
が
い
か
に
著
名
で
あ

っ
た
か
が
判
る
。
こ
の
遺
文
と
し
て
扱
わ
れ
る
古
文
書
は
、
平

安
・
鎌
倉
期
に
な
る
と
、
腫
大
な
量
に
な
る
。

昭
和
の
大
発

(
一
)
寧
楽
遺
文
(
な
ら
い
ぶ
ん
)
の
一
つ
。

僧
道
薬
銀
板
墓
誌
(
大
和
天
理
市
岩
屋
町
五
二
四
ノ
三
出
土
)

表
H

「
佐
井
寺
僧
道
薬
族
姓
大
楢
君
素
止
奈
之
孫
」

裏
H

「
和
銅
七
年
歳
次
甲
寅
二
月
廿
六
日
命
過
」

(
筆
者
註
こ
れ
に
つ
い
て
は
千
里
山
佐
井
寺
図
書
館
蔵
『
吹

田
市
佐
井
寺
風
土
記
こ
ぼ
れ
話
』
(
藤
井
久
義
著
右
宏
)

に
詳
し
い
説
明
が
あ
る
の
で
、
こ
の
稿
の
末
尾
に
掲
載
す
る
。
)

即
ち
和
銅
七
年
(
寸
-
と
に
は
、
「
佐
井
寺
」
の
名
称
が
あ
り
、

僧
(
道
薬
)
の
名
か
ら
し
て
医
薬
に
効
験
あ
る
寺
と
し
て
評
価
さ

れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
「
群
書
類
従
」
巻
第
十
八
「
神
祇
」
の
部
に
「
狭
井
神

社
」
の
項
目
が
あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

狭
井
神
社
。
在
大
和
圏
域
上
郡
。

伝
問
。
狭
井
神
者
。
大
己
責
命
之
荒
魂
大
国
魂
神
。
即
当
社

別
社
也
。

日
本
書
紀
目
。
倭
大
神
著
二
穂
積
臣

一
。
云
云
。
命
二
大
倭

直
祖
長
尾
市
宿
弥
一
令
祭
実
。
所
謂
大
市
長
岡
岬
。
今
狭

る
恒
例
の
読
経
を
行
な
う
引
ケ
寺
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
即
ち
、

延
暦
寺
、
清
水
寺
と
肩
を
並
べ
る
寺
で
あ
っ
た
が
、
戦
国
期
の

天
正
年
間
(
信
長
の
死
は
天
正
問
)
に
兵
火
に
か
か
っ
て
伽
藍

を
焼
失
。
近
世
正
保
四
年
(
広
お
)
京
都
所
司
代
板
倉
周
防
守

重
宗
の
助
力
に
よ
っ
て
堂
宇
復
興
。
そ
の
時
鋳
造
さ
れ
た
究
鐘

は
、
同
寺
に
現
存
す
る
。

各
筆
者
註
屯
H
古
代
日
本
に
お
け
る
真
綿
の
質
量
・
取
引

単
位
(
主
計
式
に
基
づ
け
ば
-
屯

H
S
匁

(
5
0
グ
ラ
ム
)

と
な
る
が
、

-
MO

匁
(
品

2
グ
ラ
ム
)
説
も
あ
る
)
。

へ
l
ッ
び
っ
く
り
し
た
!
佐
井
寺
さ
ん
は
そ
ん
な
に
す

ご
い
お
寺
だ
っ
た
ん
だ
。
そ
れ
な
ら
ば
佐
井
寺
の
地
も
重
要
な

場
所
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
で
も
大
和
の
狭
井
神
社
と
ど
の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
ご
存
じ
の
方
は
ご
教
示
下
さ
い
。

次
い
で
「
佐
井
」
に
つ
い
て
古
事
記
、

み
る
と
、

神
武
天
皇
の
「
皇
后
選
定
」
の
段
に
、
神
武
天
皇
が
イ
ケ
ス
ヨ
リ

ヒ
メ
(
美
和
の
大
物
主
神
ミ
ワ
ノ
オ
オ
モ
ノ
ヌ

y
ノ
カ
ミ
の
娘
)

を
見
染
め
て
一
夜
を
過
ご
し
た
。
こ
の
ヒ
メ
の
家
は
「
狭
井
河

の
上
(
へ
)
に
在
り
き
」
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
「
狭
井
河
」
の
註

日
本
書
紀
を
ひ
も
と
い
て

其
の
河
を
佐
毒
(
さ
い
)
河
と
謂
(
い
)
う
由
は
、
其
の
河
の

井
社
是
也
。
(
中
略
)

狭
井
神
。
大
己
貴
命
荒
魂
大
国
魂
命
。

伝
問
。
狭
井
神
之
子
。
事
代
主
神
。

(
中
略
)

(
以
下
略
)

よ
く
判
ら
な
い
け
れ
ど
、
「
狭
弁
神
」
、
「
狭
井
神
社
」
は
大

国
主
命
と
そ
の
御
子
事
代
主
(
こ
と
し
ろ
ぬ
し
)
神
と
に
関
係
が

あ
り
、
「
荒
ぶ
る
魂
」
で
あ
り
、
「
大
和
国
城
上
郡
狭
井
坐
大

神
荒
魂
社
五
社
」
と
あ
る
。
即
ち
「
狭
井
」
と
関
連
の
あ
る
神

社
は
五
社
あ
る
。

そ
ん
な
難
し
い
ご
と
は
考
え
な
い
こ
と
に
し
て
、
問
題
は
千

里
山
の
佐
井
寺
と
「
狭
井
神
社
」
と
何
か
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
次
に
大
阪
へ
行
っ
た
時
に
は
、
学
殖
豊
か
な
現
在
の
佐

井
寺
の
ご
住
職
様
に
ご
教
示
願
い
た
い
と
念
願
し
て
い
る
。

匂 40-

合
乙
角
川
「
日
本
地
名
大
辞
典
」
(
昭
見

-m)

「
佐
井
寺
」
の
項
目
に
は
大
略
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

吹
田
市
佐
井
寺
に
あ
る
寺
。
単
立
(
真
言
宗
)
。
山
号
は
碕
井

山
(
さ
き
い
ざ
ん
)
。
山
田
寺
の
通
称
で
知
ら
れ
る
。
本
噂
は
山

田
大
臣
(
筆
者
註
実
名
は
よ
く
判
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
佐
井

寺
の
地
に
「
山
田
」
の
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
)
を
大
檀
那
と

し
て
天
平
七
年

(
a
a
)

行
基
に
よ
り
創
建
さ
れ
、
坊
社

ωを

数
え
た
。
寺
名
の
由
来
は
渇
水
時
に
霊
水
を
得
て
「
佐
井
の
清

水
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
に
拠
る
。
弘
仁
二
年
(
∞
-
M
)

に
は
党

代
嵯
峨
天
皇
が
当
寺
に
綿

5
ヨ
屯
寄
進
さ
れ
、
朝
廷
が
命
じ

辺
に
山
由
理
(
や
ま
ゆ
り
)
草
多
(
さ
わ
)
に
在
り
き
。
故
、

其
の
山
由
理
草
の
名
を
取
り
て
、
佐
意
河
と
号
(
な
づ
)
け
き
。

と
あ
る
。

即
ち
「
サ
イ
」
と
は
百
合
の
花
の
こ
と
で
あ
る
。
イ
ス
ケ
ヨ

リ
ヒ
メ
は
き
っ
と
百
合
の
花
の
よ
う
に
美
し
か
っ
た
の
で
し
ょ

ヤ
勺
ノ
。

現
在
、
奈
良
の
大
三
輪
神
社
の
奥
に
佐
井
神
社
が
あ
り
、
大

き
な
石
塔
に
「
佐
弁
神
社
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
前
の
道

を
左
に
行
け
ば
、
古
代
史
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
「
山
の
辺
(
へ
)

の
道
」
で
あ
る
。
そ
う
い
え
ば
同
級
生
に
山
辺
さ
よ
子
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
大
和
の
佐
井
神
社
と
千
里
山
の
佐
井
寺
と

何
か
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
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即
ち
、
佐
井
寺
は
真
言
宗
の
寺
と
し
て
、
平
安
時
代
以
前
の

天
平
七
年
(
寸
訟
)
に
、
山
田
大
臣
と
い
う
人
が
出
資
し
て
僧
行

基
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
。
寺
名
の
由
来
は
渇
水
時
に
霊
水
を

得
て
「
佐
井
の
清
水
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
お
そ
ら
く
そ

の
湧
水
の
ほ
と
り
に
百
合
の
花
(
佐
掌

・
佐
井
)
が
咲
い
て
い

た
と
推
察
さ
れ
る
。
千
里
山
は
江
戸
時
代
は
桃
の
名
所
で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
の
故
郷
が
百
合
や
桃
に
彩
ら
れ

て
い
た
と
は
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。



さ
て
、
今
回
は
本
文
に
入
る
た
め
の
紙
数
が
尽
き
ま
し
た
の
で
、

奥
付
の
著
者
略
歴
及
び
目
次
の
み
を
紹
介
致
し
ま
す
。

吹
田
市
佐
井
寺
風
土
記
こ
ぼ
れ
話
〈
二

発
行
日
昭
和
四
十
一
年
三
月
一
日

著

者

藤

井

久

義

発
行
者
吹
田
市
佐
井
寺
町
自
治
会

藤
井
久
義
氏
略
歴

明
治
幻
年
6
月
M
日
、
大
阪
市
西
区
北
堀
江
御
池
通
り
に
て
生

ま
れ
る
。
同
対
年
西
区
九
条
北
通
り
へ
移
る
。

高
等
小
学
校
中
退
後
、
貴
金
属
品
製
作
の
徒
弟
に
従
事
す
る
。

徴
兵
検
査
不
合
格
に
よ
り
、
東
京
へ
出
、
二
年
間
紹
介
を
受
け

て
二
ケ
所
へ
就
業
、
帰
阪
直
後
独
立
開
業
す
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
の
降
伏
後
、
パ
ニ
ッ
ク
時
代
の

余
渡
を
う
け
て
、
約
加
年
間
苦
闘
昭
和
口
年
造
幣
局
勲
章
諜
へ

奉
職
。
同
却
年
に
再
度
の
戦
災
に
遭
い
、

6
月
、
吹
田
市
佐
井

寺
へ
移
り
住
む
。
昭
和
加
年
9
月
定
年
退
職
す
る
。

そ
の
後
〈
ク
リ
オ
の
会
〉
〈
白
鳥
会
〉
等
に
所
属
、
当
佐
井
寺

に
て
短
歌
グ
ル
ー
プ
を
結
成
す
る
な
ど
し
て
今
日
に
至
る
。

現
住
所

吹
田
市
佐
井
寺
町
活
弓

中

守
国
方(昭

AS--0・U
)

藤
井
久
義
氏
作
成
の
佐
井
寺
地
図
(
昭
和
利
年
頃
)

な
お
、
没
年
は
晩
年
接
触
の
あ
っ
た
方
々
の
ご
子
孫
や
吹
田

市
役
所
、
吹
田
市
立
博
物
館
に
間
合
わ
せ
て
も
判
り
ま
せ
ん
で

し
た
、
ご
存
じ
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
ご
連
絡
下
さ
い
。

(
編
集
部
)

目

次

山
田
寺
内
「
下
馬
」
門
碑
(
石
碑
)
に
つ
い
て
/
地
蔵
塚
へ
行
く
/

お
か
う
ず
ゐ
池
/
佐
弁
の
清
水
に
つ
い
て
/
向
い
坂
峠
の
お
地

蔵
様
/
山
田
寺
観
音
様
の
地
蔵
盆
会
/
百
七
十
体
の
お
地
蔵
様

/
徴
発
を
免
れ
た
釣
り
鐘
/
伊
射
奈
岐
神
社
社
殿
前
の

「石
標
」

と
「
菅
広
房
」
/
伊
射
奈
岐
神
社
の
コ
マ
狗
に
つ
い
て
/
佐
井
寺

よ
り
釈
迦
ケ
池
へ
の
水
路
に
つ
い
て
/
釈
迦
ケ
池
の
後
日
諌

(
一
)
「
雁
と
鴨
」
と
「
窯
跡
」
に
つ
い
て
/
釈
迦
ケ
池
の
後
日

諦
(
二
)
「
弓
場
」
と
「
笠
松
」
に
つ
い
て
/
信
仰
道
と
「
お
か
め
茶

屋
」
/
信
仰
道
と
狐
坂
/
大
阪
市
の
水
源
地
と
佐
井
寺
/
安
寿

山
に
土
器
を
拾
う
/
寺
下
の
八
右
ヱ
門
/
山
田
の
荘
と
覚
応
寺

に
つ
い
て
/
縄
な
い
/
糞
尿
(
こ
え
)
扱
取
り
物
語
/
「
銀
板

の
墓
誌
銘
」
出
土
品
の
発
見
者
大
和
・
榊
原
氏
宅
訪
問
記
(
和
仁

儀

一
氏
口
述
本
誌
第
十
号
「
サ
イ
と
ワ

E
に
所
収
済
)
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〔
民
謡
集
〕
麦
た
た
き
の
う
た
/
田
植
え
の
う
た
/
草
取
り
の

う
た
/
水
掻
き
の
う
た
/
臼
ひ
き
の
う
た
/
糸
つ
む
ぎ
の
う
た

/
子
守
う
た

(
続
く
)
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